
味の素グループのパーパス経営の実践について

2022年5月19日

第10回消費者志向経営に関する連絡会

味の素株式会社 佐々木達哉



2

味の素グループ概要

味の素グループは、 “食と健康課題解決企業”を目指し、世界一のアミノ酸メーカーとして
食品事業とアミノサイエンス事業を柱に 幅広い事業をグローバルに展開しています。
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味の素グループが目指すもの

グループビジョン
アミノ酸のはたらきで食習慣や高齢化に伴う

食と健康の課題を解決し、人びとのウェルネスを共創します

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・アウトカム・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

味の素グループは、事業を通じて社会価値と経済価値を共創する取り組みにより
成長してきました。この取り組みをASV（Ajinomoto Group Shared Value）と称し、
現在も経営の基本方針（ASV経営）としています。

2030年までに、
10億人の

健康寿命を延伸

2030年までに、
事業を成長させながら、
環境負荷を50％削減

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ASV経営・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
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創業の志（こころざし）
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Our Philosophy ～私たちの価値観～
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2011年度の中期計画～

「確かなグローバルカンパニー」

2014年度の中期計画～
「確かなグロ―バル・スペシャリティ・カンパニー」
グローバル食品企業トップ10クラスを目指す

味の素グループビジョン
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“創業の志”に立ち返り2030年に向けてビジョンを一新
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味の素グループのビジョン & 2030アウトカム
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ASVエンゲージメントを高める施策
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味の素グループのビジョン & 2030アウトカム
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栄養へのアプローチ ”妥協なき栄養”
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10億人の健康寿命延伸に向けた

具体的取り組み事例＜おいしい減塩＞
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10億人の健康寿命延伸に向けた

具体的取り組み事例＜全国に拡がる取り組み＞

「勝ち飯®」、「ラブベジ®」、減塩など地域の「食と健康の課題解決」施策を
地方自治体・アカデミアや協働団体・流通業様・メディアの方々と連携。

２１年度３９都道府県で展開
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味の素グループのビジョン & 2030アウトカム
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50%環境負荷削減

具体的取り組み事例＜栄養改善と環境負荷低減を両立させる取り組み＞



16

50%環境負荷削減

具体的取り組み事例＜環境負荷低減の取り組み＞

サスティナビリティへの取組を事業戦略のベースにビルドインし、
流通業様・生活者・社会とともに、持続可能な食の実現を目指す
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お客様満足への取り組み

わたしたちはお客様の声に素直に耳を傾け、お客様の目線で考え、
知恵を結集し、お客様にご満足いただける商品・サービスを提供します

「お客様の声」を製品づくりに反映する仕組み
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お客様満足への取り組み

ユニバーサルに配慮した容器（※）にすることで、握りやすく開けやすく、
最後までより使いやすく改善しました。

当社が持つ独自素材・技術（減塩素材の組み合わ
せ技術）を活用することで、味噌風味とだしの風味を
増強し、減塩しながらもおいしい品質を実現しました。

塩分50%削減

※握りやすいくびれ形状瓶とし、開封しやすいキャップ、つまみやすく開
けやすいインナーシールです。
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お客様からのうれしいお言葉を社内広報を使って共有しています。

お客様の喜びは社員の喜びであり、ASVの自分ごと化、ASV実現へ。

お客様満足への取り組み

社内食堂やラウンジのモニター

名前を消す

社内コミュニケーション（Workplace）

アレルギー対応の冷凍餃子を
スーパーで見つけ購入させて頂きました!

名前を消す
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食と健康の幅広い課題に対する正しい情報普及

2021年9月第2回「食と健康の未来フォーラム」開催
生活者参加型で、食品添加物に対する「不安の背景」、「安全性」・「有用性」まで議論、理解浸透
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ありがとうございました。


